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§１.法人の部 

 

１ 事業所の概況 

 

 （１）設置主体  特定非営利活動法人みたけ弥勒クラブ 
 
 （２）事業所名  みらい塾（多機能型事業所） 
 
 （３）実施事業 
 

 事   業   名 定  員 備  考 
１ 

個別給付 

生活介護事業 ２５人  
２ 就労継続支援 B 型事業 １５人 上堂分場 

３ 指定特定相談支援事業 －  
 合計 ４０人  

４ 地域生活

支援事業 
地域活動支援センターⅡ型事業 ２０人/日  

５ 日中一時支援事業 １０人/日  
 
 （４）土地・建物 
 

項   目 みらい塾 上堂分場 
敷地面積 ５１８．２２ ㎡ ２６７．０５ ㎡ 
建物面積 ３３８．１０ ㎡ １８３．９８ ㎡ 
１階床面積 １７９．１１ ㎡ ８８．４２ ㎡ 
２階床面積  １５８．９９ ㎡ ９５．５６ ㎡ 
建物の高さ  １０．５７ ｍ ８．３５ ｍ 
建築物の構造 木 造 木 造 
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２ 事業所の沿革 

 

  ２００５年（平成１７年） 

     ４月  NPO 法人設立に向け準備を開始する 
     ７月  設立総会を開催 
    １０月  特定非営利活動法人みたけ弥勒クラブ 認証され、登記する 
    １２月  改築工事完了 
  ２００６年（平成１８年） 

     ２月  事業所（みらい塾）説明会 
     ４月  障がい者デイサービスセンター「みらい塾」開所（定員２０人） 
     ７月  もりきたエコムネットに入会  
    １０月  事業所説明会（障害者自立支援法に向けて） 

経過的デイサービス事業へ移行、日中一時支援事業開始（定員７人） 
  ２００７年（平成１９年） 

     ３月  事業所説明会（新法移行について） 
４月  多機能型事業所「みらい塾」開所 

          生活介護事業（定員１５人）、自立訓練（生活訓練、定員１０人） 
          地域活動支援センターⅡ型事業（定員１５人）開始 
    １０月  岩手県障害者自立支援基盤整備事業の補助金を受け改築 
  ２００８年（平成２０年） 

   ５月  分場開設に向け準備を開始する 
    １２月  就労継続支援 B 型事業所「みらい塾上堂分場」開所（定員１５人）     
  ２００９年（平成２１年） 

     ３月  日本財団より、送迎車両（セレナ）・軽トラックの助成を受ける 
     ５月  理事増員（３人→６人） 
    １１月  岩手県障害者自立支援基盤整備事業の補助金を受け送迎車両を配備(ﾊｲｴｰｽ) 
  ２０１０年（平成２２年） 

     ４月  平成２１年度共同募金による施設整備費助成決定（建物窓修繕整備事業） 
         土曜日開所事業（余暇支援活動）開始 
    １０月  法人設立５周年 

２０１１年（平成２３年） 

     ３月  自立訓練（生活訓練）事業廃止 
     ４月  生活介護事業定員増（定員２０人） 
     ５月  地域活動支援センターⅡ型事業定員増（定員２０人） 
  ２０１２年（平成２４年） 

     １・３・８月 学習塾季節限定講習実施（算数、英語 合計２４日間） 
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    １２月  夕方見守り事業開始（日中一時支援事業として） 
 ２０１３年（平成２５年） 

    １月 学習塾冬期講習実施（算数、英語 合計８日間） 学習塾事業中止  
     ４月 地域活動支援センターⅡ型定員増員（定員３０人） 
        日中一時支援事業定員増員（定員１０人） 
  ２０１４年（平成２６年） 

４月 特定相談支援事業開始 
     ５月 ㈱マルイチとの業務委託契約（清掃員付添）開始 
  ２０１５年（平成２７年） 
     ２月 日本財団より、送迎車（アクティ）の助成を受ける 
  ２０１７年（平成２９年） 
     ４月 地域活動支援センターⅡ型定員減員（定員２０人）、併せて契約者を 
       ２グループ編成とし、隔月での利用に切り替え 
     ９月 みらい塾まつりを廃止 
  ２０２０年（令和２年） 
     ２月 新型コロナウイルス蔓延により、地域活動支援センターⅡ型事業を 
       休止 
     ３月 日本財団に車両助成で２００９年に購入した送迎車両（セレナ）の廃車 
       届け（総走行距離１４１，５００ｋｍで老朽化のため）申請し、受理される 
    １１月 初代理事長（吉岡美佐子）が退任し、後任に山田明夫が就任 
  ２０２２年（令和４年） 
     ９月 上堂分場（就労継続支援 B 型事業）内で新型コロナウイルス罹患者が複数人 
       発生し、６日間の事業所閉鎖後に営業を再開 
    １１月 本場（生活介護事業）内で新型コロナウイルス罹患者が複数発生し、５日間 

の事業所閉鎖後に営業を再開 
  ２０２３年（令和５年） 
     ２月 日本財団に車両助成で２００９年に購入した軽トラックの譲渡届け（利用頻 
       度が少なかったため）を申請し、受理後に（社福）盛岡市民福祉バンクに車両 

を譲渡 
     ６月 新型コロナウイルスの５類移行を受け、地域活動支援センターⅡ型事業を試行 
       的に再開（みらい塾平日利用者に限定） 
  ２０２４年（令和６年） 
     ３月 本場周辺の防犯協力として、盛岡西警察署に『子ども１１０番の家』加入を申請 
     ８月 本場建物の外装及び屋根の大規模修繕を実施 
    １０月 平日利用者を対象とした任意の健康診断を開始 
  ２０２５年（令和７年） 
     ３月 初代塾長（山田明夫）が退任し、後任に遠山政良が就任 
 
 
 

-3-



３．　役　員

４．　会　員

H26 H27 H28 H29 H30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6

10 10 10 10 10 11 11 11 11 14 11

26 26 26 26 26 26 33 40 35 38 32

36 36 36 36 36 37 44 51 46 52 43

（人）

５．　組織及び職員

（１）組織図

（２）職員数　（令和６年３月３１日現在）

管理者

職業指導員

1 - -

相談支援専門員

合　　　　　　計

小　　　　　　計 10 4 2

生活支援員

兼務

サービス管理責任者 1

-

-

- 2 -

計画相談

兼務 兼務

1 兼務

-

- - 2

7

就労継続支援B型
事業　（定員１５人）

監　　　事 澤藤　勲

年度

正会員

賛助会員

生活介護事業
（定員２５人）

特定非営利活動法
人みたけ弥勒クラブ

理事長

地域活動支援セン
ターⅡ型事業
（定員2０人）

日中一時支援事業
（定員１０人）

特定相談支援事業

理　　　事

吉田　良勝

理　　　事

川村　綾子

合計

理事会

-看護師兼生活支援員

みらい塾

みらい塾上堂分場

生活介護 B型（分場）

役　　　　　職 氏　　　　　名

理　事　長 山田　明夫

理　　　事

玉井　裕子

山内　美子

職　　　　　　　名

1

17

事務員 1 - -

目標工賃達成指導員

事務

- - 1 -

理　　　事

-

-

2 -

-
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§２.「みらい塾」の部 

１ 事業概要 

（１） 事業実施の概要 

みらい塾においては、法人訓である『利用者の最大限の利益』を判断基準に、利用者の基本的人

権と人間性を尊重し、個々のニーズに即応したきめ細かい援助を追求することで、利用者の地域生

活力の向上と社会参加を促進した。業務の面では本場と分場で相互に連携をとりながら、支援内容

の充実に向けた取り組みを推進した。 
   指定特定相談支援事業では、利用契約する障がい者等が直面している問題や要望について、当事

者及び保護者又は障がい者等の介護を行う者からの相談に応じ、必要な情報の提供及び助言を行い、

併せてこれらの者と市町村及び指定障害福祉サービス事業所等との連絡調整等を行った。具体的に

は、計画相談支援に基づくサービス等利用計画の作成とサービス等利用計画の見直し（モニタリン

グ）を行った。 
① 利用者支援  

生活する上で必要なスキルや経験を積み重ねてもらうために、利用者のニーズに即した個別

支援計画を作成し、作業活動や社会資源の利用・マナー確認等を行う中で、個々が必要として

いる支援を提供した。 

また、社会の一員としての自覚を持って生活していくことができるように、日々の作業活動

で得た収入を元に毎月作業工賃を支給し、社会参加意欲の向上に努めた。 

補助的なサービスとしては、みらい塾平日の利用者を対象として日中一時支援事業（夕方・

早朝見守り）を実施し、今年度は延べ 1,277 人（月平均約 107 人）の利用があった。 

また、利用者の健康管理については、健康診断の要望が年々増えてきたことから、ニーズ調

査を行ったところ 15 人の希望者があり、嘱託医である植田消化器内科医院で日程調整をして

行った。参加した保護者からは、定期的に実施してほしいとの声が多かった。 

地域活動支援センターⅡ型事業については、前年度の試行結果を踏まえ、月１～2 回の予定

でみらい塾の平日利用者を対象に実施した。 

リスクマネジメントにおいては、業務中に把握したインシデント・アクシデント両方の報告

書を積極的に作成することで、表面化したリスクやトラブルの原因と対策を職員間で共有し、

再発防止に努めた。 

② 地域との交流 

コロナ禍の余波が残っていたため学校や他の団体等との交流行事への参加は見送ったが、段 

    階的な連携再開を念頭に、みたけ・厨川地区地域包括支援センターが主催するケア会議に参加 

    した。また、近隣の企業から依頼を受けて、使用済み段ボールの回収を月に 2～3 回のペースで 

行った。 

例年行っている社会福祉施設実習については、事前に学校側と感染防止マニュアルを整備し 

たうえで受け入れることで福祉人材の育成に努めた。 

③ 運営の充実 

本場・分場会議、役付会議、運営会議、全体会議を通じて職員間の連携を確保しながら業務 

運営の円滑な推進に努めた。 

内部研修としては、作成が義務化されたＢＣＰ（業務継続計画）や感染症予防について学ぶ機

会を設け、安全で持続的なサービス提供の基盤づくりを行った。また、法人の経営状況について

理解することを目的に、外部講師から経理的運営状況について解説してもらった。 
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外部研修については、利用者支援における新機軸の『意思決定支援』の研修に派遣したほか、 

中堅職員を『コーチング』研修に派遣し、持続的な事業所運営に必要な人材育成技術の構築に 

   努めた。 

防災に関しては、年間計画に基づいて火災・地震を想定した避難訓練を月次で実施し、二次避 

難場所への避難や消防署への通報訓練等を実施した。また、消防署に事前に届出を提出し、８月 

と１０月に総合訓練を実施したほか、近年多発している豪雨災害・浸水被害を想定し、垂直避難 

（建物内で上の階に退避）の訓練を行った。 

（２）事業の実施に関する事項 

定款の事業名 事業内容 
実稼働

日 

実 施 

場 所 
職員数 利用定員 

延べ利用

者数 

生活介護事業 生活介護事業 256 日 みらい塾 7 人 25 人 6,015 人 

就労継続支援事業 就労継続支援Ｂ型事業 259 日 
みらい塾 

（上堂） 
4 人 15 人 3,100 人 

相談支援事業 指定特定相談支援事業 ― みらい塾 2 人 －  96 人 

地域活動支援ｾﾝﾀｰ事業 地域活動支援ｾﾝﾀｰ事業 15 日 

みらい塾 随時 

20 人/日 93 人 

地域生活支援事業 日中一時支援事業 - 10 人/日 1,542 人 
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２．　利用者状況（令和７年３月３１日現在）

（１）　月次利用実績（平日）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

22 23 22 23 19 21 23 21 21 21 20 23

555 556 531 542 405 401 553 496 499 504 443 530

269 279 264 288 223 214 280 250 251 256 245 281

824 835 795 830 628 615 833 746 750 760 688 811

37.5 36.3 36.1 36.1 33.1 29.3 36.2 35.5 35.7 36.2 34.4 35.3

36.5 36.0 37.7 37.3 33.9 36.5 36.7 36.5 37.5 36.3 36.6 36.9

（２）　月次利用実績（土日）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

1 1 1 1 0 1 2 2 2 1 2 1

15 13 16 15 0 6 25 18 24 16 26 15

15 13 16 15 0 6 12.5 9 12 16 13 15

0 0 15 17 0 15 11 12 0 0 10 13

（３）　月次利用実績（日中一時支援）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

14 19 20 20 13 14 19 19 20 3 8 24

119 118 116 110 84 61 91 76 72 68 59 110

133 137 136 130 97 75 110 95 92 71 67 134

193

合計

1,084

36.7

合計

15

189

12.6

13.3

合計

259

6,015

3,100

9,115

35.1平均利用者数/日

合計

生活介護

就労継続B型

実稼動日（平日）

1,277

前年度平均

実稼動日（土日）

センターⅡ型

平均利用者数/日

夕方見守り

前年度平均

合計

早朝見守り

0

100

200

300

400

500

600

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

利
用

者
数

月次利用実績（平日）

生活介護

Ｂ型

0

50

100

150

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

利
用

者
数

月次利用実績（センターⅡ型、日中一時支援）

-7-



（4）在籍利用者数

（５）市町村別の状況 （人）

（６）年齢構成の状況 （人）

（７）平均年齢

（８）障害程度区分 （人）

3

0

3

合計

40

13

27

合計 2 2 4 20 9

就労継続支援B型 2 2 4 3 2

生活介護 － － 0 17 7

41歳0か月
生活介護
就労継続支援B型

27

区分4 区分5 区分6

117
130 1 1 11

非該当-区分１ 区分2 区分3

34歳10か月

0

35歳以上
生活介護 0 2 7

1

生活介護

18歳未満 18～24歳 25～29歳

40

合　　　計
就労継続支援B型 0211 0

1

33 4 401

13

2
盛岡市 滝沢市 岩手町 合計

2722 1
西和賀町

130
1

30～34歳

生活介護

就労継続支援B型

40

1

15就労継続支援Ｂ型

宮古市

合計

※令和6年5月で1名退所

合計

定員

27 25

Ｒ6年度現員

非該当/区分１

5% 区分2
5%

区分3
10%

区分4
50%

区分5
22%

区分6
8%

障害支援区分（全体）

非該当/区分１ 区分2 区分3 区分4 区分5 区分6

-8-



 

３．事業実施状況  

 
（１）生活介護事業 

概 要 

「地域生活力を高めよう！」をスローガンに、個別支援計画に基づいた援助

を計画的に行い、作業活動を中心に据えながら、地域資源を活用し、利用者

が自分らしく地域で生活していくことができるよう、個々のスキルアップに

も焦点を当てて活動に取り組んだ。 

 

活動種目 内 容 活  動  概  要 

作業活動 

リサイクル  

（古紙） 

保険代理店や家電量販店などの協力企業から回収したパ

ンフレット・雑誌を、糊付け部分から１枚ずつ破り取り、糊

部分等を除去したうえで束ねてリサイクル業者へ納品した。 
新たな提供元（協力企業）も増え、資材が確保できたこと

で、途切れずに作業活動を提供できた。 

リサイクル

（空き缶） 
 地域住民や保護者から提供されたアルミ缶を選別し、不要

部分を除去して袋に詰め、リサイクル業者へ納品した。 

卵パック   

作業 

『いわて生協』本部から店頭で回収した卵パックを預かり、

シール・汚れ・カラー印字部分を取り除き、仕分けした卵パ

ックを段ボールに詰めて納品した。 
 資材の在庫状況により、年度後半は取り組めない日が続い

ている状況である。 

社会生活 

活動 

スキルアップ

活動 

日常生活の中で必要となるスキル・知識の向上を目指し、

手洗いや身だしなみなどについて分かりやすく説明した。ま

た、気持ちのコントロールについて、クイズ形式にしたプリ

ントを準備し書き込んだり、動画を見ながら考え、実践を交

えながら関わり方についても再確認した。 
社会資源の利用としては近隣の店舗へ買い物体験を行っ

た。大型店舗へは感染状況等により控えたが、写真付きのメ

ニュー表を準備し、自分で好きなドーナツを選ぶなど自己選

択とお金の大切さを学ぶ機会を提供した。 

 音楽活動 

身近にある新旧幅広いジャンルの音楽に触れる機会を提

供し、気持ちのリフレッシュとストレス解消を図った。また、

音楽を通して、自分の気持ちを表現しながら仲間との交流を

図った。 

運 動 

県営武道館を計画的に予約して、週 1～2 回のペースで身

体を動かす機会を設け、ストレッチやミニゲーム、ダンス等

を行った。コロナ禍を経て歩行力が低下し、歩行時の要付き

添い者が増えたことから、グループを分けて事業所周辺のウ

ォーキングも継続的に行った。冬季や荒天時は武道館内での

室内ウォーキングを行ったり、全員で 1～2 分程度軽いラン

ニングも行った。 
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健康体操 

椅子に座ってできる体操を週に１～2 回行った。 
 身体を動かすことが苦手な方や、歩行に不安がある方でも

安全に取り組め、武道館が使えない夏季にも室内活動として

継続的に提供した。 

地域活動 
近隣ゴミ集積所の清掃については、感染症予防の観点から

今年度も職員が行った 

 
（２）就労継続支援Ｂ型事業 

概 要 
 作業活動を主たる内容に位置づけ、個別支援計画に基づいた援助を計画的

に行うとともに、地域生活力の向上を目指し、適切なコミュニケーション技

術・マナー等の確認を行った。 

 

活動種目 内 容 活  動  概  要 

作業活動 

卵パック   

作 業 

いわて生協と受託契約を結び、県内の店舗から集められた

卵パックを預かり、選別（シール等の不要部分の切除、サ

イズ・形状毎の仕分け）を行ったうえで、段ボール箱に詰

めて納品した。処理数量のﾃﾞｰﾀ入力やグラフ記入など個別

の役割も設けている。 

箱折り作業 

 ㈱野崎印刷紙業から『いわちく』のお歳暮用の箱折り作

業を受託し、3000 箱を組み立てた。今後についてもお歳暮

やお中元の売れ行き次第だが、継続して仕事を依頼すると

の話をいただいている。 

社会生活 
活動 

軽 運 動 

月に２回のペースで身障者体育館等を予約し、広いスペ

ースを使ったリレーや卓球バレーなどを行い、体を動かす

機会を提供した。また、気候の穏やかな時期は午前の作業

を早めに終えてウォーキングを行い、午後の作業前にはイ

ンターネット動画を活用し、ストレッチや体操を行った。 

リフレッシュ 

活 動   

 週末にかけて資材量も減ることから、月に 2 回ほどのペ

ースでリフレッシュの時間を設け、動画視聴・テーブルゲ

ーム・塗り絵などで各々の気分転換を図った。 

社会見学 

 感染症対策を講じたうえで、『盛岡市地方気象台』を見

学した。気象台の役割や仕組みを学ぶと共に、大雨による

水害が身近に起こりうるため、水害や災害についての知識

を高めた。 

 その他 
新型コロナの５類移行後も感染リスクについて注意喚

起を行い、マスク着用や換気・加湿を継続して感染予防に

努めた。 
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（３）指定特定相談支援事業 
 

概 要 

◆基本相談 
  みらい塾及び地域の障害者等の福祉に関する各般の問題につき、 
 障害者等の保護者又は特別支援学校や医療機関等の関連機関の相談 

に応じ、必要な情報提供及び助言を行った。 
◆計画相談支援 
 ①サービス利用支援 
   障害福祉サービス等の申請に係る支給決定前に、サービス等利用 

計画案を作成し、支給決定後にサービス事業者等との連絡調整等を行 
  うとともに、サービス等利用計画の作成を行った。 
   今年度は保護者の長期入院で緊急的な対応が必要になるケースが 

あり、これまで利用してこなかった新サービスや市役所との連絡調整 
及び経過確認を行った。 

 ②継続サービス利用支援 
   支給決定されたサービス等の利用状況のモニタリングを行い、サー 
  ビス提供事業者等との連絡調整を図った。 
◆その他 
  盛岡市自立支援協議会が月例で開催している『相談支援事業所情報交 

換会』にできる限り参加し、関連事業所や自治体の取り組み、地域が抱 
える課題について情報共有を行った。 
※令和 6 年度は、みらい塾利用者からの依頼を受け、下記のとおり計画 
作成とモニタリングを行った。 

月毎の 
状況 

月 
計画作成   

（人） 
モニタリング 

（人） 
合計人数 
（人） 

 

 ４月 4 8 12  

５月 1 2 3  

 ６月 5 7 12  

 ７月 1 8 9  

 ８月 4 4 8  

 ９月 3 6 9  

１０月 1 6 7  

１１月 5 7 12  

１２月 1 3 4  

 １月 5 8 13  

 ２月 5 7 12  

 ３月 0 3 3  

 合計 35 69 104  
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（４）土曜日営業 
 

概 要 

月１～2 回の頻度で営業日を設けて、花見や買い物を兼ねたドライブ、体

育館を利用したレクリエーション、ライブ動画や DVD 視聴など毎回趣向を

凝らしたメニューで利用者に参加を募った。 
合同開催をやめて 2 年目となったが、活動メニューが分かれていることで

公用車利用の融通やコロナ発生時のリスク軽減などメリットが多く、ほぼ予

定通りに開催することができた。 
 
（５）地域活動支援センターⅡ型事業 

 

概 要 

余暇支援の一つとして、当塾を平日利用している契約者のみを対象とし

て、定番メニュー（カラオケ・ボウリング）を提供した。土曜日営業との兼

ね合いから日曜日に設定したこともあったが、利用人数に大きな変動はなか

った。コロナ禍明けの前年度は試行的に月 1 回の実施としたが、再開後の反

響も大きかったことから今年度は実施回数を増やして提供した。 
 
（６）日中一時支援事業 

概 要 

家族の都合により早朝 7 時半から受け入れる早朝見守りと、余暇的な意

味合いが強い夕方見守りを平日の基幹事業の前後の時間で提供した。 
早朝見守りについては、長年利用してきた家庭が 9 時過ぎの送迎に切り

替えたことで 1 月から利用者が減ったが、3 月から別の家庭の定期利用が

始まっている。 

延べ

利用 

人数

（人） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 
10

月 

11

月 

12

月 
1 月 2 月 3 月 合計 

朝 14 19 20 20 13 14 19 19 20 3 8 24 193 

夕方 119 118 116 110 84 61 91 76 72 68 59 110 1084 

合計 133 137 136 130 97 75 110 95 92 71 67 134 1277 
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 （７）リスクマネジメントの状況 
    事業所としての事故防止の観点から、軽微なミスも積極的に記録に残し、原因究

明と再発防止に努めた。今年度は送迎に関する案件が多く、原因として思い込みや

確認不足が挙げられた。また、直接的に利用者に影響が出ない部分でのミス（エア

コンや電灯の消し忘れ、運動施設のキャンセル忘れ等）も多く、信用問題にもつな

がりかねないため、チェック方法の見直しや見える化を行った。 
 【ヒヤリハット / 状況報告書】※各月の上段はﾋﾔﾘ･ﾊｯﾄ、下段は状況報告書 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

利用者・家族等に 

起因する案件 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

職員に起因する

案件 

1 1 0 1 1 0 1 1 0 0 1 0 7 

1 2 0 1 1 1 2 2 2 2 0 1 15 

環境に起因する       

案件 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

合 計 2 3 1 2 2 1 3 3 1 2 1 1 23 

 
 【原因・内容の内訳】※重複している部分もあります。 

 破損・紛失 連絡ミス 記載ミス 配付ミス 服薬関連 施錠・電源 送迎・運転 その他 合計 

生活介護     0 2 2 3 0 0 0 0 7 

就労継続Ｂ型 １ 2 0 0 0 0 4 0 7 

土曜日開所 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

センターⅡ型 １ 0 0 0 1 0 0 0 2 

その他 1 1 0 0 0 3 1 5 11 

合 計 3 5 2 3 1 3 5 5 27 
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（８）　実習生受入状況

　　今年度の実習受入状況については以下のとおり。

学年 人数

2年 1人

（９）　社会福祉実習生等の受入状況

人員

2人

（１０）　関係機関との連携、委員等の派遣

　　 　　 社会福祉従事者の養成や福祉意識の涵養等を目的とし、短期からの実習を受け入れた。

遠山　政良

実習期間 学校名等 実習内容等

社会福祉施設実習

　　 　　 下記の依頼を受け、関係機関との連携に協力した。

任　期

R6.11.11～11.22（10日間） 盛岡大学短期大学部　幼児教育科

R5.4.1～R7.3.31 岩手大学特別支援学校評議員

名　　称 担当者

　　  特別支援学校等のカリキュラムに基づき、実際の事業所での体験の場の提供として実習生を受け入れた。

実習期間

R6.11.25～11.27（3日間）

学校名

岩手県立盛岡みたけ支援学校高等部
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　　（１）　職場内研修実施状況

実施月 参加者

R6.5 15人

R6.9 13人

R6.12 13人

R7.3 13人

〃 13人

　　（２）　職場外研修参加状況

主　催 参加者

県社協 1人

県社会福祉士会 1人

県立大学 1人

全日本自閉症者
支援者協会 1人

県社会福祉士会 1人

　（２）　サービス事業所の連携

　（１）　資源回収

　（３）　ボランティア受入・教育機関との連携

　　　　前年度と同様に新型コロナウイルス感染予防を優先し、外部からのボランティアや教育機関の作業体験交流に

　　ついては受け入れを見送った。

R6.9.5 メンタルヘルス研修～管理職から部下への関わり方～

副塾長

　　　サービス事業者からの情報提供（現状と課題）を元に、グループワーク演習を行った。

　　　　みたけ・北厨川地域包括支援センターが主催する『地域ケア会議』に参加し、地域の高齢者・障がい等の福祉

R6.9.30 コーチング研修

R6.12.10 全日本自閉症支援者協会研究大会

R7.1.16～1.17 令和6年度サービス管理責任者等更新研修

５　地域社会との交流

　　　　保険代理店や自動車販売店などの協力企業から、作業活動用としてパンフレット等を継続的に回収したほか

　　　近隣の企業や福祉サービス事業所から依頼を受け、段ボールの回収（リサイクル会社への運搬）も行った。

R6.8.30 障がい者の意思決定支援

研修テーマ 講　師

①虐待防止・身体拘束適正化　②感染症予防対策 副塾長

令和6年度の処遇改善について

BCP事業継続計画について

副塾長

副塾長

福祉施設が求められる企業としての感覚について
(株)アグウェルシステム
代表取締役　阿部毅博氏

虐待防止セルフチェックの結果から見えるもの

期　日 研修内容

　外部研修では、『障がい者の意思決定支援』などタイムリーな内容を選定して職員を派遣したが、全ての受講

４　職員研修実施状況

　内部研修では、日々の会議等で職務を通じた研修（OJT）を推進し、職員個々の実践力向上に努めるとともに、

BCPや事業収支等を共有することで、職員個々のレベルでも事業所運営を考えてもらう契機とした。

希望に沿うことは出来なかった。
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　　（１）　本場

実施日 時間帯

4月19日 午　前

5月17日 午　前

6月17日 午　後

7月26日 午　前

8月29日 午　前

10月10日 午　前

10月29日 午　前

11月19日 午　前

12月20日 午　後

1月28日 午　前

2月20日 午　前

3月25日 午　前

　　（２）　上堂分場

実施日 時間帯

4月16日 午　前

6月10日 午　後

6月19日 午　前

7月6日 午　後

8月28日 午　後

9月26日 午　後

10月31日 午　前

11月29日 午　後

12月1日 午　後

1月20日 午　前

2月20日 午　後

3月24日 午　後

身障者体育館利用中に地震発生 身体障がい者体育館玄関

強い地震（三陸沖震源） 上堂分場駐車場 ※スバル自動車駐車場は工事中

火災（上堂分場２階から出火） 上堂分場駐車場 ※スバル自動車駐車場は工事中

強い地震（三陸沖震源） 上堂分場駐車場 ※スバル自動車駐車場は工事中

―

※スバル自動車駐車場は工事中

体育館利用中に火災発生 上堂老人福祉センター駐車場 センター内の非常出口を再確認

講習（風水害について） 盛岡気象台を訪問し受講

強い地震（三陸沖震源） 上堂分場駐車場

火災（上堂分場２階から出火） 5月延期分（業務の都合）

強い地震（三陸沖震源） 上堂分場駐車場 通所直後の避難訓練

上堂分場駐車場

講習（防災関連動画…水害） ― 土曜日営業

火災（上堂分場２階から出火） 上堂分場駐車場 ※スバル自動車駐車場は工事中

想　　　定 避　難　場　所 備　　考

強い地震（三陸沖震源） 上堂分場駐車場 ※スバル自動車駐車場は工事中

強い地震（宮城県沖震源） （みらい塾駐車場） 低温・強風のため内玄関まで避難

火災（みらい塾２階から出火） みらい塾駐車場

講習（火災・地震） ―

火災（みらい塾２階から出火）

（みらい塾駐車場） 駐車場凍結のため、外階段前まで火災（みらい塾２階から出火）

火災（みらい塾２階から出火） みらい塾駐車場

強い地震（宮城県沖震源）

通報訓練も実施

みらい塾駐車場 9/26予定もコロナによる延期分火災（みらい塾２階から出火）

みらい塾駐車場

みらい塾駐車場

強い地震（三陸沖震源） みらい塾駐車場

みらい塾駐車場

みらい塾駐車場

大雨洪水警報発令 みらい塾２階（垂直避難）

火災（みらい塾２階から出火）

強い地震（三陸沖震源）

６　防災訓練実施状況

　　  利用者・職員の防災意識を高めるとともに、災害時及び緊急時に迅速に対応できるよう、避難方法・避難場所を

　　確認することを目的に、本場、分場共に年間計画に基づき下記のとおり実施した。近年多発している大雨による

想　　　定 避　難　場　所 備　　　　　　考

　　災害を鑑みて、洪水時の建物内避難（上階への垂直避難）も梅雨の時期に行った。
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